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菜
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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るして適切なものを選択す

事実を捉えて書く’
と
る
の
い

も
．
て
た
つ

三三亟睡ヨ　・．
」’ V聞記事の構成を説明し

二　新聞記事の中で問題とな

市立図書館の利用者数が少な’ ｭなっていること。
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B．簡題回’・伝記を読んで自分の考えを深める（植村直己）
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．
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．
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憾
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．
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．
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．
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＾
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．
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．
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っ
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．
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滑
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仲
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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］
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．
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．
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一

画亟函　　．　　　，．
一　二つの伝記を比べて読みド登場人物の心情を表している言葉や文を抜き出して書く
自　二つの伝記を比べて読み，それぞれめ書き手を適切に選択して書いたりド植村直己を毒す言葉をそれぞれ抜き出して書いたりする

匡圏　　　　　．　　　　　　．　・　．　　　　　’　k　　　　　　　　　　　　　　　　　’
一　ア彼等は私を受けいれてくれるにちがいない
　　イ私は必死だった（。）　　　　　　　・

ニ　ウ植村さん以外の書き手
　　エ植村さん　　　　．　　　　　　　　　　　　　．’

　　．オ直己　．　　　　　　．　　1　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　’

　　力私　　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　．

●

2



馬

平成2臼年度に．おける特徴的な問題例
ノ

【小学校算数】

B問題□ 事象の観察と複数条件を基にした判断（宅配便）

国　　　　　　　　．
　まなんさんとひで讐さんは，となりの砥の挺だちに，率費毫距硅で避る二と

　　ニしごしたの

　と㈱㊥讐1諜轟諜と…臨

荷物サイズ・ 3辺の一計（漁D　　　　　置さ 送料儲2）

60cmまで　　　　　2　kgまで 600円

　　嚇
W0サイズ 80crn塞で　　　　　5kgまで 800円

Ioo射ズ IOOCm　3で lo勺まで IOOO円

120サイズ 1206r瞬で 15kg謹で 1200Fl

ご利用上の注鷺

崇8　「3辺の合計」とは，直究7体の箱のたマ。横．高さをたしゐ長さて．寸．　’

裡‘2　iる斜「よ．「3昭！の・診訓’」の碗物リイズζr電さ」の跨雫ツ噸イズの

　どちらか大きい11うの縛物・リイズの諭手1ゴなりまず．

、・｝ひでささん。，下のような楕1：皐盲民軋。，荷棚リ雲＋．陥。

「3魂の含計」とr蔚“」釜槻べると，次の」．うi』なり2吐，々●

　　　　　　　　・一・刊75一】　　　ゴ’
　　　　　　　　1腫ざ1』　　δ・6k曾

上の縛物を遇るとき．遇糾鳳例円になり累すか．答比を霜き定しょi●

また、受の縄朝停どのようにして求めたのか．まペーソの喪の富鷺．と数f・

使弓τ母えを．
ﾞ．さまUi．

i1｝麿雪∴さんは．下のような直方体の箱を準横し謹した．下の糀の

r3迎の合蓄f」は何cm’τ」†か，霧えO臨き謹し1うG

　置ノ＝．このと§【：r3」琶の看｝｝雷」たけτ’電丸ると，荷背サイズは

何◎｝イズで・ナ6し帽 答え1を欝さましょ5●

　　　　　　　，．．．．幽50cm陥，，
35cm

託　”一｝’門　｝一…’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…琶

魎（1）直方体の箱の3辺の合計を求め，そのときの．荷物サイズを表から読み取る（2）荷物の3辺の合計と重さが示された場合に，送料を求め，どのようにして求めたのかそあ考えを書く　’

囲　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　・
（1）3辺の合計　105（cm）　　荷物サイズ　120（サイズ）

（2）送料　1000（円）

　　　考え　（例）3辺の合計は75cmなので・荷物サイズは80サイズです。重さは8．6kgなので，・荷物サイズは100サイズです。．送料は，‘ど

　　　　　　　　ちらか大きいほうの荷物サイズの送料になるので，．1000円です。　　　　　　　　　　　　　　　’
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平成23年度における特徴的な問題例

【小学校算数】

B問題回　図の解釈と判断の根拠の説明（音符）

回
の・ザきさ〆」．U．・“礒び，時階1に・齢、5：げ｝儀さ藍」つししζ竿習しましゐ。

サぶのれさにはロりエリがありますロ

翫郁（J）職さは．4分骨・i言G）の鞘醜欲ず．

．8分世・」：鳳♪）の戦薙1＆4曾脅．｝＝（」，の義さのα5陪層ぐ†．

くれそれの粥＝の鞘の剛牒田1ε戚†と・下のよう畦な1屠噌’・

　盲ぷの長．さの簡保

鱒・砿1磁報・く∴・よ，ρ肢さ・国論・ゐ．蝿ピ，

；犬の誓まりがあることO‘わかり2し拙

臣iiiii

11｝2斡・；1｛1）の総縄，8分音．；冒♪）鹸さ醐駅†か．獄を

書3沮．よづ．

　　　　　　　　　　　’

“1，転｛rぶの長さは，　も‘の音ゆ：の表爆のL513で†●

　二のき迎り書ホとに，4仔脅ぷ‘3｝の・Rさ序ロるり2【鯵とんると．

　詞訓」4分資・5こくよ）の召ヒざは．その1，5傭ウので日も臨，3つりと6」る＝とが

　できます．

　このこと綿1二戚才と，♪・》の電！の甚さの闇孫は「ドの罰にな棚はす．

・　　　　　　實ぶの長さの閻係

魎（1）（2）
囲
（1）

（2）

i
　　　　　　　　　ハ　り　
嚇鑓’・��w’

付点4頒．；一　　　　…
　　　‘’．、．　　　　　”層
　　　　ロぬらり　ゲ　
L　，．＿　 3幽

幽：：
堰＝F：

：二‡：：

（2吟展は，2齢，…1（わζ付点2肺1：‘よ）峠さの閉髄翻1：軟

しかへ

　2，のi｝ぷの歪さ砲関口を正し《炭しτいる函ぞ，下のアじイから

1つi謬ん℃その4己画風さ謙いう．遺た，i靴ん’掴が現職．i・わけ野

㌍辱1，りの教と富蟹壱使，で1夢き塞し」→．

ア匪凋E璽i劃
イ　　　へ　　

淵鮒筆彗馴
2分音符の長さは，8分音符の長さの二倍かを書く

2分音符と付点2分音符の長さの関係を正しく表している図を選び，その図が正しいわけを書く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
4（倍）　　　　　　　　　　、
【記号】イ

【わけ】（例）2分音ぷの長さを目もり4っ分とみると，付点2分音ぷの長さは，その1．5倍なので4×1．5＝6となり，目もり6っ分です。

　　　　　　だから，イが正しいです。　　　　　　　　　　　　　　「　　　　．響　　　　　　　　　　　　’
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【中学校国語】

平成23年度における特徴的な問題例
　　　　　　　　　　　　、

隔

B問題国　図表を用いた文章を読む（ピクトグラム）．
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庭現した「ピクト7哩Pム」と醗星ごれるもので，

公．聾繍綬恥樗r・‘・に轟く兇られる・．史雷に」：ゐ

説明ではないため．露．鍛の鷲働轄丸「し，だれ．

でも購．叱，．く情瓢卿峰二とが剛能でハる．7　　　乱

ザインも岨線化塾’tているものが多い辱何丸ば．踊1鋸｝1・1仰ビクト．グリ

ムは，人が外1：山1よら島題．’ピい。隙・蔚によ馬，て．「」卜鷺rl．四．嶋噌を
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「ピクトグラム」について説明したものを選ぶ

トイレを表す二つのピクトグラムの例を堵べ，考えを書く
どちらのピクトグラムを採用するかを，理由とともに三文で書く

團
一　　2

二　（例）雰囲気に合わない　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　・

三　（例）イは本がたくさん描いてあり，学校図書館という情報が素早く伝わりやすい。

　　　　そのため，イの方が学校図書館であることがすぐに分かる。私はイを選ぶ。
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魎段落相互の関係について説明したものとして適切なものを選択する比喩を用いた表現の内容として適切なものを選択する

本文を読んで分かったことを一つ取り上げ，．Q＆Aの形式で紹介する
一
＝
一

圃

（なぜ，）ネズミ類の進化は，歯の化石によって研究されているのですか。（32字）

歯は体の中で最も硬い組織であるため，ネズミ類などの小型動物でも化石として保存されやすいからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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平成23年度におけ．る特徴的な問題例

【中学校数学】

B問題團、†

国鞭・・ら・・51鷹鰭？高1響鵬嚇・
　　決膀職で撫玲’沈島黛洋1廻挿と・．・謡．｛慎太投∴戸

　　と対戦し，　ヒットを打つでみたいと思いましたっ．そこ

　　で．2人の甲了・自火会の投球の肥録について調べました“

特報の適切な選択と判断（甲子園大会）

　次⑳q）から｛3）までの各州いに闘えなさいp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」卑濁は一之げた」県の連さを錯乏し’ζい層諺す．

（1）2入の球遮の範閃がそれぞ川rお懸何klパeあるか求めなさいウ

鋤一一一一一一一j為
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜

　　図1　一二三授手の投球
　　1．嫁、■31、

　　　二25

　　　呂望

　　　1δ

　　　Zl

　　　　　m41α日1“町川11コll・日11～llド12111221訓1ぴ｝1顕1：‘‘日；墨＝開1：11口ll罰141口4苫144141も嚇‘krl圏圏纏

投球の記録

鮫高隷燃
kk戦1／縛）

榊．唾隷1禦

ikln．！脚

恥聾酬駒
gkm／吻

翰投疎数
@（球｝

鵬黛投予 147 1．09 ユ32 766

・一
D：1二；1・ゼ投f 147 ω5 i3【 628

・

㌔

図1のヒストグラムをもとにすると，球鵜の耀均である時籍131kmにゴ1りをしほることは適切でないこと

が分かり蜜寸’、その理由を．図1のヒλトグラムの特嵌をもとに説明しなさいピ

13）戦吐応んだちは．図1のヒスト．ゲヲムを見て，投球を庶雌と二化∫求に分けて蓼える＝と1．二し窪した。

　直球だけについてそ巾ぞ敢．の投・フのヒストグ骸ムをつくると，図2．図3のようになりました㌻

　図2，図3のヒストグラムを比べてよみと犯る
ことについて：i「1しく旭べたものを，下のアから工

までの中から旦ウ避ぴなさいり

7　時」聖14‘｝km以1、の投工盈敢を端べると，

一二・＝投轟の方が尚袋投轟よ5，静い。

イ　飛も度敗の人趣い隣織の申央の個で二人
の」求速を比’くると．．・．ぺ＝．9貨’戸の汀力じ島袋

投予より速い．，

ウ　最も度敢の大さい階織で＿ニへの投脹凌ヒを

1．ヒべると，・・㌦二．1没・第の方が勘炎投rより

多い，

工　燦数がア5を超える階穀の個数をjtべる

と．一二r投出の’∫が勘黛投φよ1，多い，

図2　一二三投手の餓球（457球）

吐加：
雲

1
窪

鴛
1
｝

　　咽1まrも1察rコ‘日1艦Zrレ¶1：11も11購1．，llI121．1・日・i偽r・豊汽

　　　　　　　　　　　　　　　電レ亀、亀嚇1

図3　島袋投手の直珠〔454豫1
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　　　　　　　　　　　　　　〔山川’「多馳

魎＝
二

2人の球速の範囲．をそれぞれ求める

ヒストグラムの特徴を基に，時速131kmの球速に的をしぼって練習することが適切でない理由を説明する

2人の投手の直球だけのヒストグラムを比べてよみとれることを選ぶ

圃
一　島袋投手　　（時速）38（km），一二三投手（時速）42（km）

二　（例）このヒズトグラムには2つの山があり，時速131kmの球速は山の頂上ではなく

　　　　　　速131kmに的をしぼることは適切でない。

三　ウ

，この球速の球が来る見込みが低いので，』時

7



　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

平成23年度における特徴的な問題例、

【中学校数学】
ρ

B問題国事象の数学的な解釈と問題解決の方法（ペットボトルのキャップ）
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二

団麟搬肋友．塒甜．ぺ・団・ト・の魯・ブ・，鰍1・ついて・

　斜餌ヒ言1」に加らせる生協敷だよりの下書暫をn城してい砦㌫

　生趣會だよりの下榔き

生徒会だより　鷺諜器
　ベットボトルのキャップの回収にご協力を1

　乳睦重rでほ・くrトずトルのキ午・・ブの配収を骨りていまマひ

　凹収啓れゐべ・，トポ団ρ喧・午，ブはり・P｛グルrされ番ので，　’

　　　　　　　　ハマコら二解‘し複云の砲鎮忌おさ土る二とが「，．唖度…侭躍’eる二とに

’なり塞†．　寂た，　；σ，誘，む且重世胃申の苧どしたち1＝ワ”φン書

届けも；と1．：らっ女ゆu｝ε’f7

　平虞2＝岬．8昭こ，みなさんにむくさ4滴るしτもらい虚した．　．

曲に，却宗に膏rた土捷舎からの確び■・けに応じマ協力してく

れるノ、が・曽え，　払休ゐ州1弔は．醐収畳6『哩幌21単瑚【に叱べ’ζ

火，　（増文訟しん．

繊．回収した臓化

0‘・一

・’P團

幌レ

次の（Dから1蔀）までの齢闘い1二特えなさい，

U｝1叩のキ望ソブの囮収litを姥べると，「1く威22禦哩は5ド威．2　L‘卜耽

よめおよそ何㈱増え塞したかT．トのアからオ窪でのlllに凪しいもの

があ砺皇†5それを1つ冠ぴな5いr

　ア　オおよそ　ユゴロくりれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コピツ

　ィおよそ3rK，例　　　　・　・働

ウ」5よそlil】‘，鮒

工」」よそg蝋、鮒

オ　お二そ12QO凶

吐2’甑1遣血でに，キヤ噌’ノを且鋼ず・，数える侮黎が．κ提だウたので，

㌣卑度はおよその闘数を．」」犬して」ドめることにしました，

　噂弾7ザの人噸た岡収箱の収さが分か呪・ていると唇，　唖ヤップ馳

個のiRさがすべて等しい．と号えれば，キャッヅのおよその脳改を峨

めちことがでσ雲†＾そのためには．キ→・ッソ：倒の破ぎの．ほかに

阿を隅べてどのような闘；1’算を†れにょいですか巾ドのアからウまで

のl11か．ら凋べるものを1つ准びなさいRまた，モれを使りてキャッ

プの勃よモの朗改を求やる〃法を，悦町1しなさい．

　ア㍗のli賦《筍の，武さ

　イ　空の川彫工〃川＝1’1

　ウ　　空のlrrl収凱’，高さ

β』聡ぬ

‘3〕キャップ1．悩の敗さがすべて等しいと曽え乳ば，キへ・ッブのおよそ

．　の個敬を，1ミめることがで魯まr転このと8．キャップの個歌を．ど個

　とし．．ご胴のキ1ヤップの人つた聞収鞘の｛Rさを〃gとすると，考と〃

　の闘にはどのような関係がありますか，下の7から工までのll，から

　正しいものをユつ猷ぴなさいρ

　ア　〃は犀に比糊†る“

　イ　〃は’rに反比例する◎

　ウ　〃は簿の一次関捷である喝．

　工　 τとンの1辺｛系は，5t例． 腿」七f鰯． ．．・・ �≡氓P欺のいずれでもな、㌦

1月のキャップの回収量を比べて，平成22年度は平成21年度より何個増えたかを選ぶ
キャップの入った回収箱の重さが分かっているとき，キャップの個数を求めるために調べるものを選び，それを求める方法を説明する

キャップの個数とキャップの入った回収箱の重さの関係について，正しい記述を選ぶ

　　（例）キャヅプ全体の重さを求めるために，まず，空の回収箱の重さを調べて，キャップの入った回収箱全体の重さから空の回収箱の重さ

　　　　をひいた重さを求める。次に，求めたキャップ全体の重さをキャップ1個の重さでわれば，キャップの個数を求めることができる。

三　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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　　　　　　　　　　コ平成23年度における特徴的な問題例

【中学校国語】
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